
 

 

「鷹の台に隣接する墓地建設計画反対に関する

請願」が一部採択され、その直後に議員発議に

よる「四街道市墓地等の経営の許可等に関する

条例」の改正案が全会一致で可決成立しました。

それによって事実上、墓地建設に反対する鷹の

台および隣接する方々の要望を概ね満たすこと

ができました。 

 

 

 今議会において次期も現クリーンセンターに

お願いしたいとの答弁がありました。そこで現

在みそら自治会として検討を進めていますが、

市主催でごみ処理施設問題について１月１２日

みそら対象にタウンミーティ 

ングを開催するとのことです。 

 皆様の忌憚のない意見を 

述べて頂ければと思います。 

 

 

市内全域の防犯灯が、２月末ま

でに LED 化されます。すでに交換

されたところもあり、明るくなっ

たと喜ばれています。水銀灯も今

後交換されていきます。 

 

 

 フィリピン台風被災者救援募金の呼び掛け

に、四街道市議会議員並びに党員の方々にサポ

ートして頂きました。皆様のご協力誠にありが

とうございました。千葉県 

総額２５３万余円全額寄託 

致しました。「フィリピン台風 

による被災者を救援する千葉県民 

の会」 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月議会の主なものを報告します。 
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☆ 災害対策について                                     

今年の台風 26号は東京都大島町の土砂崩れや、千

葉県茂原市の 400世帯を超える床上浸水など、日

本列島に甚大な被害をもたらしました。四街道市

に於いても被害がありましたが、特に住宅被害の

状況につい伺いました。                  

問１ 住宅被害の状況とその後の対応は。         

⇒ 床上浸水が 2件、床下浸水が 4件でした。床

上浸水箇所については今後も更なる改善を検討し

てまいります。               

問２ 畳などの廃棄処理などの支援はできないの

か。 ⇒ 今検討しているところです。     

問３ 本市に於ける土砂崩れの危険性がある個所

は何カ所あるか。⇒ 20カ所あります。     

問４ 佐倉市では災害共済を実施しているが本市

では取り組めないのか。⇒ 足りなくなった場合

などのリスクを考えると、なかなか取り組めない。 

☆ 南小学校の教室問題について               

H17年度に設計し H20年度に完成した南小学校で

は、今後教室が足りなくなるとのこと。生徒数の

推計は推計通りだが、少人数学級などの体制変更

のためとの理由でした。しかしその説明による児

童数・学級数の推計が釈然としない為伺いました。              

問１ 人口 1万人のもねの里の今後の入居推計は

含まれているのか。H17年度の時の推計と同じ方法

か。⇒ 含まれています。H17年度の時と同じです。

しかし基となる数値や係数は当時と異なります。                  

問２ 保護者の意見は学区編成変更に反対と思わ

れたが、その中で学区審議会を行う意義はどこに

あるのか。⇒ 様々な立場からのご意見が出され

ている現状において、公正中立的な立場にある審

議会を開催することは大きな意義がある。 

* 一般質問  

*「鷹の台隣接地の墓地建設反対」に対応！ 

＊今後のごみ処理施設問題（その２） 

 

＊防犯灯の LED化が進行中 

 

＊被災者救援募金を日本赤十字社に寄託 

 



新年あけましておめでとうございます。 

自公連立政権がスタートしてから1年。経済再生と東日本大震災からの復興加速を最優

先課題に掲げて取り組んできました。その結果、経済は回復軌道へと転じ、企業による賃上げ

の兆しが見え始め、復興も予算枠拡大などで着実に前進してきました。しかし、まだまだ課題は

山積しています。今こそ公明党の特長である、地方議員と国会議員とのネットワークを最大に

生かし、現場の声が生きた政策を政治に反映させてまいります。 

 

公明党は本年11月17日、結党50周年の佳節を迎えます。これからも「大衆とともに」との立

党精神を胸に、地方議員、国会議員が一丸となって、生活者の視点に立った政治実現に全

力で取り組んでまいります。今後ともより一層のご支援をお願い申し上げますとともに、皆様にと

りまして素晴らしい一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

 

  今後ともより一層のご支援をお願い申し上げますとともに、皆様にとりまして素晴らしい一年と

なりますよう心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

  

プロフィール 

■ 昭和２９年生まれ   

■ 東京都八丈島出身 

■ 茨城大学理学部卒業  

■ 元高校の数学教師 

■ 家族:夫と一男一女    

■ 党役職 県規律委員 

■ 環境常任委員長    
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今後の予定 

2 月 16 日（日）   市長選挙 

3 月 3 日（月）   議会開会 

3 月 12 日～14 日  代表質問 

3 月 17 日～25 日  予算審査 

3 月 28 日（金）   議会閉会 

 

 


